
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
看護倫理とは

最近気になった医療問
題をまとめておく

最近気になった医療問
題をまとめておく各コマに

おける
授業予定

看護倫理の事例検討

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護倫理の理解を深め、自分の意見を述べることができる

教科書、教材プリ
ント

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護倫理の概要を理解し、説明することができる

教科書、教材プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
臨床倫理の事例検討

各コマに
おける

授業予定
臨床倫理における概要

内　　　容 使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療倫理の概要を理解し、説明することができる

教科書、教材プリ
ント

最近気になった医療問
題をまとめておく各コマに

おける
授業予定

ガイダンス（授業の進め方他）、医療における倫理原則

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臨床倫理の理解を深め、自分の意見を述べることができる

教科書、教材プリ
ント

最近気になった医療問
題をまとめておく

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臨床倫理の概要を理解し、説明することができる

教科書、教材プリ
ント

最近気になった医療問
題をまとめておく

関連資料（教材プリント）を授業ごとに配付
教科書：   「マンガで学ぶ生命倫　児玉聡他著」、
参考図書：「臨床倫理　ベーシックレッスン-身近な事例から倫理問題を学ぶ」

授業で示す課題を実施しておくこと

日ごろから医療倫理に関心を持ち新聞等でニュースを確認しておくこと。
この授業では事例検討（グループワーク）を行います。積極的な授業参加を期待します。

授業の
方法

定期試験７０％、出席評価２０％、平常評価１０％

医療機関での倫理的問題を取り上げ考察することを通じて、臨床倫理や看護倫理の領域から医療倫理感を養
い、医事課ならびにクラーク業務における医療倫理感を理解できることを目標に学ぶ。

2026

学        科 医療秘書・情報学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法 講義

. 論理・倫理学 必修/選択の別 選択必修 授業時数(単位数)

対 象 学 年 ２年生 学期及び曜時限 教室名

担 当 教 員 兵頭眞由美
実務経験と

その関連資格

大阪府内の医療機関にて医療秘書として勤務、診療報酬請求事務能力認定試験（歯科）合格、医療事務技能審
査試験（歯科）１級合格、診療報酬請求事務能力認定試験（医科）合格、医療事務管理士技能認定試験（医科）
合格、秘書技能検定１級合格、診療情報管理士認定試験合格、



各コマに
おける

授業予定
身近な事例を通して医療倫理事例検討（グループワーク）④

最近気になった医療問
題をまとめておく

配付資料の指示したプリ
ントを精読しておく各コマに

おける
授業予定

これまでの講義をふりかえり理解度の確認を行う

身近な事例を通して医療倫理事例検討（グループワーク）③

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医事課ならびにクラーク業務における医療倫理感を理解できる

教科書、教材プリ
ント

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学びと経験を通じて、医療倫理に関する意見を伝え
ることができる

教科書、教材プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
身近な事例を通して医療倫理事例検討（グループワーク）①

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学びと経験を通じて、医療倫理に関する意見を伝え
ることができる

教科書、教材プリ
ント

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学びと経験を通じて、医療倫理に関する意見を伝え
ることができる

教科書、教材プリ
ント各コマに

おける
授業予定

身近な事例を通して医療倫理事例検討（グループワーク）②

最近気になった医療問
題をまとめておく

最近気になった医療問
題をまとめておく各コマに

おける
授業予定

臓器移植と脳死について

教科書、教材プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
出生前診断の歴史と現状

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの学びと経験を通じて、医療倫理に関する意見を伝え
ることができる

教科書、教材プリ
ント

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

安楽死と尊厳死における臨床倫理の理解を深め、自分の意見を
述べることができる

教科書、教材プリ
ント各コマに

おける
授業予定

安楽死と尊厳死について

最近気になった医療問
題をまとめておく

最近気になった医療問
題をまとめておく

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生殖補助医療、遺伝子診断における臨床倫理の理解を深め、
自分の意見を述べることができる

教科書、教材プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
インフォームドコンセントについて

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

臓器移植と脳死における臨床倫理の理解を深め、自分の意見を
述べることができる

教科書、教材プリ
ント

各コマに
おける

授業予定
生殖補助医療、遺伝子診断について

最近気になった医療問
題をまとめておく

最近気になった医療問
題をまとめておく各コマに

おける
授業予定

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

出生前診断の歴史と現状を説明することができる

最近気になった医療問
題をまとめておく

最近気になった医療問
題をまとめておく

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

患者の自己決定権を理解し、概要を説明できる

教科書、教材プリ
ント


